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〔エックス線の管理に関する知削

問　1　エックス線管及びェックス線の発生に関する次の配

達のうち、誤っているものはどれか。

（1）ェックス線管の内部は、効率的にエックス線を発

生させるため、高度の真空になっている。

（2）陰極で発生する熱電子の数は、フィラメント電流

を変えることで制御される。

（3）陽極のターゲットはエックス線管の軸に対して斜

めになっており、加速された熱電子が衝突しエック

ス線が発生する領域である実焦点よりも、これをエ

ックス線束の利用方向から見た実効焦点の方が大き

くなる。

（4）連続エックス線の発生効率は、ターゲット元素の

原子番号と管電圧の積に比例する。

（5）管電圧がターゲット元素に固有の励起電圧を超え

る場合、発生するエックス線は、制動放射による連

続エックス線と特性エックス線が混在したものにな

る。

閏　2　エックス線に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（1）エックス線は、間凍電離放射線である．

（2）制動エックス線は、軌道電子が、エネルギー準位

の高い軌道から低い軌道へと転移するときに発生す

る。

（3）制動エックス線のエネルギー分布は、連統スペク

トルを示す。

（4）特性エックス線は、ターゲットの元素に特有な波

長をもつ。

（5）K系列の特性エックス線は、管電圧を上げると強

度が増大するが、その波長は変わらない。

間　3　エックス線と物質の相互作用に関する次の記述のう

ち、正しいものはどれか。

（1）コンプトン効果により散乱するエックス線の波長

は、入射エックス線の波長より短く、散乱角は、

0～900の間に分布する。

（2）レイリー散乱は、エックス線が原子と弾性的に衝

奨して運動の向きを変える現象であり、散乱エック

ス線の波長は入射エックス線の波長より長くなる。

（3）光電効果により原子から放欄される電子を反跳電

子という。

（4）光電効果により原子から放出される電子の運動エ

ネルギーは、入射エックス線のエネルギーに等しい。

（5）電子対生成は、入射エックス線のエネルギーが、

電子2個の静止質量に相当するエネ′レギー以上であ

るときに生じる。

問　4　エックス線の利用に関する次のAからDまでの記述

について、正しいもののすべての組合せは（1）～（5）

のうちどれか。

A　被検査物体にエックス線を照射し、通過線の強

度の違いから内部の構造を調べる手法をラジオグ

ラフィ（透過撮影法）という。

B　空港の手荷物検査装置は、被検査物体にエック

ス線を冊射した結果発生する特性エックス線のエ

ネルギーを分析することにより、手荷物の検査を

行う装置である。

C　後方散乱線を利用する検査方法では、エックス

線フイルム（又はエックス線検出器）を、被検査物

体の裏側ではなく、エックス線源と同じ個に配置

して検査を行う。

D　溶接による残留応力など金属にひずみがあると

格子間隔が正常値からずれるので、エックス線の

回折を利用して、ひずみの虔合いを測定すること

ができる。
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開　5　図Ⅰのように、横査鋼板に垂直に細い線束のエック

ス線を照射し、エックス線管の焦点から5mの位置

で、透過したエックス線の1cm線量当量率を測定し

たところ、8nlSY／bであった。次に固佃のように、こ

の線束を厚さ20mmの鋼板で逓へいし、同じ位置で

1cm線量当量率を測定したところ1mSv／bとなった。

この遮へい鋼板を厚いものに替えて、同じ位齢こお

ける1αn線量当量率を0．5mSY／h以下とするために

必要な遮へい鋼板の最小の厚さは（1）～（5）のうちど

れか。

ただし、エックス線の実効エネルギーは変わらない

ものとする。また、散乱線の影響は無いものとする。

なお、10鎚2＝0．69とする。

検査鋼板

］

エックス

の焦点

検査鋼板

図　Ⅰ　　　　　　　　　　囲　Ⅲ

（1）21mm

（2）23mm

（3）25mm

（4）27mm

（5）30mm

間　6　単一エネルギーの細いエックス線束が物体を透過す

るときの減弱に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（1）エネルギーが1MeV程度までのエックス掛こ対

する鉄の半価眉の億は、エックス線のエネルギーが

高くなるほど大きくなる。

（2）半価眉の値は、エックス線の線量率が高くなって

も変化しない。

（3）半価届カ（cm）と強弱係数〟（cm‾1）との間には、

〟力三lo鮎2の関係がある。

（4）軟エックス線の場合は、硬エックス線の場合より、

半価眉のせが小さい。

（5）1／1（l価層〝（m）と半価屈ム（ぶれ）との間には、

月「＝一票㌃力の媚がある。
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問　7　工業用の一体形エックス線装置に関する次の文中の

⊂＝コ内に入れるAからCの静句の組合せとして、正
しいものは（1）～（5）のうちどれか。

r工業用の一体形エックス線装置は、⊂互：］とェッ

クス線管を一体としたエックス線発生器と、［二亘コ

との間を⊂∈コケーブルで接続する構造の装置であ

る。j

間　8　連続エックス線が物体を透過する揚合の減ヨ引こ関す

る次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）連続エックス線が物体を透過すると、実効エネル

ギーほ物体の厚さの増加に伴い低くなる．

（2）連続エックス線が物体を透過すると、全強度は低

下し、特に低エネルギー成分の減弱が大きい。

（3）連続エックス線が物体を透過すると、最高強度を

示すエックス線エネルギーは、高い方へ移動する。

（4）連続エックス線の実効エネルギーが高くなると、

平均減弱係数は小さくなる。

（5）連続エックス線が物体を透過するとき、透過エッ

クス線の全強度が物体に入射する直前の全強度の

l／2になる物体の厚さを〃aとし、直前の全強度の

1／4になる物体の厚さを〟bとすれば、〝bは月「且の

2倍よりも大きい。
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問　9　管理区域を設定するための外部放射線の測定に関す

る次の文中の⊂二］内に入れるAからCの帯句又は数

値の組合せとして、正しいものは（1）～（5）のうちど

れか。

r瓢定点の高さは、作業床面上約⊂互二］爪の位置と

し、あらかじめ計算により求めた⊂亘コの低い箇所

から逐次高い箇所へと測定していく。

測定前に、バックグラウンド億を調査しておき、こ

れを測定値［：亘コ錠を測定結果とする。J

A B C

（1）1　　1七m線量当量　　　　に加算した

（2）1．5　　1cm線量当量率　　　から差し引いた

（3）1　　1点れ線量当主又は　　から差し引いた

70pm線量当量

（4）1．5　　16m線量当量率又は　に加算した

70pm線量当量

（5）1　　1¢m線量当量又は　　から差し引いた

1cm線量当量率

間10　下図のように、エックス線装置を用いて鋼板の透過

写真撮影を行うとき、エックス線管の焦点から3mの

距離のP点における写真撮影中の1¢m線量当量率は

0．2mSv／hである。

露出時間が1枚につき110秒の写実を週400枚撮影す

るとき、エックス線管の焦点とP点を通る直線上で焦

点からP点の方向にあるQ点が管理区域の境界線の外

側にあるようにしたい。焦点からQ点までの距離とし

て、最も短いものは（1）～（5）のうちどれか。

ただし、3か月は13週とする。

の焦㌔詠一…－エー・…甘一一…－ヲ

鋼板

（1）10m

（2）12m

（3）15m

（4）20m

（5）25m
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【関係法令〕

閤11エックス線装置を用いて放射線業務を行う場合の管

理区域に関する次の記述のうち、法令上、誤っている

ものはどれか。

（1）外部放射線による実効線量が3か月間につき1．3

mSYを超えるおそれのある区域は、管理区域である。

（2）管理区域設定に当たっての外部放射紺こよる実効

線量の算定は、18m線量当量及び70pm線量当量に

よって行うものとする。

（3）管理区域は、標識によって明示しなければならな

い。

（4）管理区域には、必要のある者以外の者を立ち入ら

せてはならない。

（5）管理区域内の労働者の見やすい場所に、外部被ば

くによる線量を測定するための放射線測定器の装着

に関する注意事項、事故が発生した場合の応急の措

置等放射線による労働者の健康障害の防止に必要な

事項を掲示しなければならない。

闘12　放射線業務従事者の被ばく限度に関する次の記述の

うち、法令上、正しいものはどれか。

ただし、放射線業務従事者は、緊急作業には従事し

ないものとする。

（1）男性の放射線業務従事者が受ける実効線量の限度

は、5年間に150mSY、かつ、1年間に60mSvであ

る。

（2）女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと

診断されたもの及び妊娠と診断されたものを除く。）

が受ける実効線量の限度は、6か月間に15mSYであ

る。

（3）妊娠と診断された女性の放射線業務従事者が腹部

表面に受ける等価線量の限度は、妊娠中に51nSvで

ある。

（4）男性の放射線業務従事者が皮膚に受ける等価線量

の限度は、1年間に300mSYである．

（5）男性の放射線業務従事者が眼の水晶体に受ける等

価線量の限度は、1年鰍こ150】nSYである。



間13　エックス線装置を取り扱う次のAからDまでの放射

線業務従事者について、管理区域内で受ける外部被ば

くによる線豊を測定するとき、法令に基づく放射線測

定券の装着部位が、胸部及び腹・大鹿部の計2箇所で

あるものの組合せは（1）～（5）のうちどれか。

A　最も多く放射掛こさらされるおそれのある部位

が胸・上腕部であり、次に多い部位が腹・大腿部

である男性

B　最も多く放射線にさらされるおそれのある部位

が腹・大腿部であり、次に多い部位が手指である

男性

C　最も多く放射紺こさらされるおそれのある部位

が腹・大腿部であり、次に多い部位が頭・頚部で

ある男性

D　最も多く放射掛こさらされるおそれのある部位

が手相であり、次に多い部位が腹・大腰部である

女性（妊娠する可能性がないと診断されたものを

除く。）

（1）A，B

（2）A，C

（3）B，C

（4）B．D

（5）C．D

間14　エックス線装置を使用する場合の外部放射線の防護

に関する次の措置のうち、電離放射線障害防止規則に

違反しているものはどれか。

（1）装置の外側における外部放射線による1¢m線量

当量率が20pSY／hを超えないように適へいされた

構造のエックス線装置を、放射線装置室以外の壷に

設置している。

（2）工業用のエックス線装置を設置した放射線装置室

内で、磁気探傷法や超音波探傷法による非毅♯検査

も行っている。

（3）管電圧130kVのエックス線装置を放射線装置垂

に設置して使用するとき、装置に電力が供給されて

いる旨を関係者に周知させる措置として、手動の表

示灯を用いている。

（4）分析用の特定エックス線装置を使用して作業を行

うとき、作業の性質上放線を利用しなければならな

いため、ろ過板を使用していない。

（5）工業用の特定エックス線装置について、エックス

線管に流れる電流が定格管電流の2倍に達したとき、

直ちに、エックス線管国務が開放位になるように自

動装置を設定して、透視の作業を行っている。

工，タス線A
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間15　エックス線装置構造規格に基づき、特定エックス線

装置の見やすい箇所に表示しなければならない事項に

該当しないものは次のうちどれか。

（1）型式

（2）定格出力

（3）製造著名

（4）製造番号

（5）製造年月

間16　エックス線作業主任者に関する次の記述のうち、法

令上、正しいものはどれか。

（1）エックス線作業主任者は、エックス線装置を用い

て放射線業務を行う事業場ごとに1人選任しなけれ

ばならない。

（2）浦20歳未満の者は、エックス線作業主任者免許を

受けることができない。

（3）ェックス線作業主任者を選任したときは、所轄労

働基準監督署長に、遅滞なく報告しなければならな

い。

（4）ェックス線作業主任者を選任したときは、作美主

任者の氏名及びその昔に行わせる事項について、作

業場の見やすい箇所に掲示する等により、関係労働

者に周知させなければならない．

（5）ェックス線作業主任者は、その職務の一つとして、

作業場のうち管理区域に該当する部分について、作

業環境測定を行わなければならない。



間17　エックス線装置に電力が供給されている現今、法令

上、自動警報装置を用いて警報しなければならないも

のは次のうちどれか。

（1）管電圧150kVの工業用のエックス線装置を放射線

装置童以外の屋内で使用する場合

（2）管電圧150kVの医療用のエックス線装置を放射線

装置室に設置して使用する場合

（3）管電圧250kVの医療用のエックス線装置を放射線

装置墓以外の屋内で使用する場合

（4）管電圧200kVの工業用のエックス線装置を放射線

装置室に設置して使用する場合

（5）管屯庄250kVの工業用のエックス線装置を屋外で

使用する場合

間18　エックス線装置を用いて放射線業務を行う作業場の

作業環境測定に関する次の記述のうち、法令上、正し

いものはどれか。

（り管理区域内でエックス線装置を固定して使用する

場合において、被照射体の位置が一定しているとき

は、6か月以内ごとに1回、定期に、測定を行わな

ければならない。

（2）測定は、l qn線量当量車又は1¢m線量当量につ

いて行うが、70pm線量当量率が1cm線量当量率

を超えるおそれのある場所又は70pm線量当量が

1¢m線量当量を超えるおそれのある場所において

は、それぞれ70pm線量当量率又は70pm線量当量

について行わなければならない．

（3）測定の結果は、見やすい場所に掲示する等の方法

により、管理区域に立ち入る労働者に周知させなけ

ればならない。

（4）測定を行ったときは、遅滞なく、その結果を所頓

労働基準監督署長に提出しなければならない。

（5）測定を行ったときは、測定日時、測定方法、測定

厳巣等法定の事項を記録し、30年間保存しなければ

ならない。

エ，タス線A
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問19　次の文中のロに入れるAからCの語句又は数

字の組合せとして、法令上、正しいものは（1）～（5）

のうちどれか。

「事業者は、エックス線装置を設置し、若しくは移

転し、又はその主要構造部分を変更しようとするとき

は、所定の届香に、エックス線装置を用いる業務の概

要等を記載した書面、［：亘：］を示す図面及び放射線装

置摘要書を添えて、当該工事の開始の日の⊂亘］日前

までに、所轄［＝亘ユこ提出しなければならない。J

A B C

（1）ェックス線装置の構造　14　都道府県労働局長

（2）管理区域　　　　　　14　労働基準監督署長

（3）エックス線装置の構造　14　労働基準監督署長

（4）管理区域　　　　　　　30　労働基準監督署長

（5）エックス線装置の構造　30　都道府県労働局長

間20　法令に基づきエックス線作業主任者免許が与えられ

る者に該当しないものは、次のうちどれか。

（1）エックス線作業主任者免許試験に合格した満18歳

の者

（2）第二種放射線取扱主任者免状の交付を受けた満25

歳の者

（3）第一種放射線取扱主任者免状の交付を受けた浦30

歳の者

（4）診療放射線技師の免許を受けた潤35歳の者

（5〉原子炉主任技術者免状の交付を受けた満40歳の者

（午前終り）



ニ　ッ　タ・ス線作業主任者試験B

エアタス線B

l／5

〔エックス線の測定に関する知織）

問1放射線の量とその単位に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（1）吸収線量は、電離放射線の照射により単位質量の

物質に付与されたエネルギーであり、単位として句

が用いられる。

（2）カーマは、電離放射線の掃射により、単位質量の

物質中に生成された荷電粒子の電荷の総和であり、

単位としてGyが用いられる。

（3）等価線量は、人体の特定の組織・臓器当たりの吸

収線量に、放射線の種類とエネルギーに応じて定

められた放射線加重係数を乗じたもので、単位は

J／kgで、その特別な名称としてS▼が用いられる。

（4）実効線量は、人体の各組織・臓器が受けた等価線

量に、各組織・臓器の相対的な放射線感受性を示す

組織加重係数を乗じ、これらを合計したもので、単

位としてSYが用いられる。

（5）等価線量と実効線量は放射線管理上の防護量であ

るが、直接測定することが困難であるため、それら

の評価には、実用量である1cm線量当量や70甘m

線量当量が用いられる。

間　2　放射線検出器とそれに関係の深い事項との組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

（1）電離箱

（2）比例計数管

（3）化学線量計

（4）半導体検出器

（5）シンチレーション検出器

飽和領域

窒息現象

G償

電子・正孔対

電子増倍

問　3　サーベイメータに関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（1）電離箱式サーベイメータは、エネルギー依存性及

び方向依存性が小さいので、散乱線の多い区域の測

定に遠している。

（2）電離箱式サーベイメータは、一般に、湿度の影響

により零点の移動が起こりやすいので、測定に当た

り留意する必要がある。

（3）N8Ⅰ（Tl）シンチレーション式サーベイメータは、

感度が良く、自然放射線レベルの低線量率の放射線

も検出することができるので、施設周辺の微弱な漏

えい線の有無を調べるのに適している。

（4）シンチレーション式サーベイメータ軋30keV程

度のエネルギーのエックス線の測定に適している。

（5）半導体式サーベイメータは、20keV亀度のエネル

ギーのエックス線の測定には遠していない。

聞　4　次の図臥GM計数管が入射放射線を検出し一度放

電した後、次の入射放射j削こ対する出力パルスが時間

経過に伴い変化する様子を示したものである。

図中のA、B及びCに相当する時間の組合せとして、

正しいものは（1）～（5）のうちどれか。
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間　5　男性の放射線業務従事者が、エックス線装置を用い、

肩から大腿部までを覆う防護衣を着用して放射線業務

を行った。

法令に基づき、胸部（防護衣の下）及び虜・頸部の

2か所に放射線測定器を装着して、被ばく線量を測定

した結果は、次の表のとおりであった。

この業掛こ従事した間に受けた外部被ばくによる実

効線量の算定値に最も近いものは、（1）～（5）のうち

どれか。

ただし、防護衣の中は均等被ばくとみなし、外部被

ばくによる実効線量は、その評価に用いる線量当量に

ついての測定借から次の式により算出するものとする。

HFE＝0．08fi■＋0．44Hb＋0．45H。＋0．03ⅠJh

HEE：外部被ばくによる実効線量

H且：頭・頸恥こおける線量当量

Hb：脾・上腕部における線量当量

H。：鹿・大腿部における線量当量

Htt：「頭・頸部j r崩・上腕部J r腹・大腿部」

のうち被ばくが最大となる部位における線

量当象

（1）0．25mSY

（2）0．30mSY

（3）0．40mSY

（4）0．50mSY

（5）0，60mSY

間　6　次のAからDまでの放射線検出掛こついて、その出

力が放射線のエネルギーの情報を含むもののすべての

組合せは（1）～（5）のうちどれか。

A　比例計数管

B GM計数管

C　半導体検出器

シンチレーション検出器

エク銅線B
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間　7　GM計数管式サーベイメータにより放射線を測定し、

1，500¢匹の計数率を得た。

GM計数管の分解時間が10伽Sであるとき、真の計

数串（q騨）に最も近い値は次のうちどれか．

（1）1，300

（2）1，450

（3）1，550

（4）1，650

（5）1，750

間　8　放射線の測定の用語に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

（1）半導体検出執こおいて、放射線が半導体中で1億

の電子・正孔対を作るのに必要な平均エネルギーを

6値といい、シリコン結晶の場合は、約3．6eVで

ある。

（2）GM計数管の動作特性曲線において、印加電圧を

上げても計数率がほとんど変わらない範囲をプラトー

といい、プラトー領域の印加電圧で臥入射エック

ス線による一次電離量に比例した大きさの出力パル

スが得られる。

（3）気掛こ放射線を照射したとき、1僻のイオン対を

作るのに必要な平均エネルギーをW値といい、気体

の種類にあまり依存せず、放射線のエネルギーに応

じてほぼ一定の借をとる。

（4）線量率計の積分回路の時定数は、線量率計の指示

の即応性に蘭係した定数で、時定数の値を小さくす

ると、拇示借の相対標準偏差は小さくなるが、応答

速度は遅くなる。

（5）放射線測定器の楷針が安定せず、ゆらぐ現象を

フェーディングという。
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間　9　ある放射線測定器を用いてf秒間放射線を測定し、

計数値〃を得たとき、計数率の標準偏差（叩き）を表す

ものは、次のうちどれか。

（1）イ万

（2）府と

（3）～信行

（4）侃亡2

（5）」V／fi

間10　蛍光ガラス線量計（RPLD）と光刺激ルミネセンス

線量計（OSLD）に関する次のAからDまでの記述に

ついて、正しいものの組合せは（1）～（5）のうちどれ

か。

A　素子として、RPLDでは銀活性リン酸塩ガラ

スが、OSLDでは炭素添加酸化アルミニウムな

どが用いられている。

B　線量読み取りのための発光は、RPLDでは紫

外線照射により、OSLDでは緑色レーザー光の

照射により行われる。

C　線量の読み取りは、OSLDでは繰り返し行う

ことができるが、RPLDでは1回しか行うこと

ができない。

D RPLDの素子は、使用後、高温下でのアニ

ーリングにより再度使用することができるが、

OSLDの素子は1回しか使用することができな

い．

（1）A，B

（2）A．C

（3）A．D

（4）8，C

（5）B，D

エクタス線B
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この科目が免除されている方は、問11－闇20は解答しな

いでくださいh

【ェックス線の生体に与える影書に関する知識）

閏11　細胞の放射線感受性に関する次のAからDまでの記

述について、正しいものの組合せは（1）～（5）のうち

どれか。

A　細胞分裂の周期の中で、M期（分黎期）は、S期

（DNA合成朔）後期より放射線感受性が高い。

B　細胞分裂の周期の中で、G．期（DNA合成準備

期）後期は、G2期（分裂準備期）初期より放射線

感受性が高い。

C　線量を横軸に、細胞の生存率を縦榔ことりグラ

フにすると、ほとんどの哺乳動物細胞では一次関

数型となり、バクテリアではシグモイド型となる。

D　細胞の放射線感受性の指標として用いられる平

均致死線量は、細胞の生存率曲線においてその細

胞集団のうち半数の細胞を死滅させる線量である。

（1）A．B

（2）A，C

（3）B，C

（4）臥　D

（5）C，D

問12　組織加重係数に関する次のAからDまでの記述のう

ち、正しいものの組合せは（1）～（5）のうちどれか。

A　乱縫加重係数は、各船・組織の確率的影響に

対する相対的な放射線感受性を表す係数である。

B　組維加重係数が最も大きい組織・脾器は、脳で

ある。

C　組織加重係数は、どの組織・臓器においても1

より小さい．

D　被ばくした組織・臓器の平均吸収線量に組織加

重係数を乗ずることにより、等価線量を得ること

ができる。
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問13　放射線による身体的影響に関する次のAからDまで

の記述について、正しいものの組合わせは（1）～（5）

のうちどれか。

A　再生不良性貧血は、20y程度の被ばくにより、

末梢血液中のすべての血球が著しく減少し回復不

可能になった状態をいい、潜伏期は1週間以内で、

早期影響に分類される．

B　白内障は、眼の水晶体上皮の被ばくによる障害

で、晩発影守に分類される。

C　晩発影響の一つである白血病の潜伏期は、その

他のがんに比べて長い。

D　晩発影弓削こは、その重篤度が、被ばく線量に依

存するものとしないものがある。

（1）A，B

（2）A，C

（3）B．C

（4）B，D

（5）C．D

問14　エックス線被ばくによる造血器官及び血液に対する

影響に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）未満血液中の血球は、リンパ球を除いて、造血暑

宮中の未分化な細胞より放射線感受性が低い。

（2）造血器官である骨髄のうち、脊椎の中にあり、造

血幹細胞の分裂頻度が極めて高いものは脊髄である。

（3）人の末梢血液中の血球数の変化は、被ばく童が

lqr程度までは認められない。

（4）末梢血液中の血球のうち、被ばく後減少が現れる

のが最も遅いものは血小板である。

（5）末梢血液中の赤血球の減少は貧血を招き、血小板

の減少は感染に対する抵抗力を弱める原周となる。

エァタス線8
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鯛15　ヒトが一時に全身にエックス線の照射を受けた場合

の早期影響に関する次のAからDまでの記述について、

正しいものの組合せは（1）～（5）のうちどれか。

A l～20y態度の被ばくで、放射線宿酔の症状

が現れることはない。

8　3～5Gy程度の被ばくによる死亡は、主に造

血器官の障害によるものである。

C　被ばくした全点が60日以内に死亡する線量の最

′ト値は、約4Gyであると推定されている。

D　被ばくから死亡までの期間は、一般に消化禅官

の障害による場合の方が、造血器官の醸書による

場合より短い。

（1）A，B

（2）A．C

（3）8，C

（4）B．D

（5〉　C，D

間16　放射線の被ばくによる確率的影響と確定的影響に関

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）確率的影響では、被ばく線量が増加すると影書の

発生確率も増加する．

（2）遺伝的影響は、確率的影響に分類される。

（3）確定的影響では、被ばく線圭と影響の発生確率と

の関係が、シグモイド曲線で示される。

（4）確定的影響の発生確率は、実効線量により評価さ

れる。

（5）確定的影響では、障害の重篤度は、被ばく線量に

依存する。



問17　生物学的効果比（RBE）に関する次のAからDまで

の記述について、正しいものの組合せは（1）～（5）の

うちどれか。

A RBEは、次の式で定義される。

RBE　＝＝

ある生物学的効果を引き起こすの
に必要な基準放射線の吸収線量
同一の効果を引き起こすのに必要
な対象放射線の吸収線量

B RBEは、線質の異なる放射線を被ばくした集

団の生存率の比により表すことができる。

C RBEは、線質と線量が同じ放射線であっても

線量率の大小によって一般に異なった催となる。

D RBEは放射線のLETに依存する底で、100

keV／pm付近で極小値を示すが、これを超える範

囲では、LETの増大とともに大きくなる。

間18　放射線の生体に対する作用に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（1）放射掛こよって水分子がフリーラジカルになり、

これが生体高分子を破凛し、細胞に障害を与えるこ

とを直接作用という。

（2）エックス線などの間接電離放射線により発生した

二次電子が生体高分子を電離又は励起し、細胞に障

害を与えることを間接作用という。

（3）生体中にシステインなどのSH基を有する化合物

が存在すると放射線効果が軽減されることは、直接

作用により説明される。

（4）生体中に存在する酸素の分圧が高くなると放射線

効果が増大することは、間接作用では説明できない。

（5）溶液中の酵素の濃度を変えて同一線量の放射線を

照射するとき、酵素の濃度が減少するに従って、酵

素の全分子数のうち不活性化されたものの占める割

合が増大することは、間接作用により税明される。

エアタス線8
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間19　放射鰍こよる遺伝的影響に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（1）生殖腺が被ばくしたときに生じる障書は、すべて

遺伝的影響であるマ

（2）親の体細胞に突然変異が生じると、子孫に遺伝的

影響が生じる。

（3）胎内被ばくを受け、出生した子供にみられる発育

遅延は、遺伝的影響である。

（4）′ト児が被ばくした鴇合には、遺伝的影響が生じる

おそれはない。

（5）倍加線量は、放射線による遺伝的影響を推定する

指標とされ、その億が大きいほど遺伝的影響は起こ

りにくい。

間20　胎内被ばくに関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（1）着床前期に被ばくして生き凍った胎児には、発育

不全がみられる。

（2）胎内被ばくを受けて出生した小児にみられる精神

発達の遅滞は、確率的影響に分類される。

（3）胎内被ばくのうち、奇形の発生するおそれが最も

大きいのは、胎児期の被ばくである。

（4）胎内被ばくにより胎児に生じる奇形は、確定的影

響に分類される。

（5）胎内被ばくによる奇形の発生のしきい線量は、ヒ

トでは5Gy程度である。

（終　り）
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